
119号

01

  

宇
都
宮
地
区  

平
出
む
つ
み
幼
稚
園

期　

日　

十
一
月
十
七
日
（
月
）

場　

所　

清
原
工
業
団
地
南
公
園

参
加
人
数　

園
児
・
教
職
員　

五
十
七
名

毎年、園外保育で利用している益子の
森の、ゴミや落ち葉拾いを行った。
公共の場をきれいにすることで、一人
ひとりが環境美化の大切さを学ぶこ
とができた。感謝の心や奉仕の心に
も繋がる良い機会だったと思う。

現行の期間中は各家庭近辺での
ゴミ拾いを推奨し、園としては園
外保育の際にその日利用の公園
でゴミ拾いをしています。

  

芳
賀
地
区  

真
岡
さ
く
ら
幼
稚
園

期　

日　

十
月
二
十
四
日
（
金
）

場　

所　

益
子
県
立
自
然
公
園
益
子
の
森

参
加
人
数　

園
児
・
教
職
員　

百
十
五
名

〒320-0033 宇都宮市本町12-11栃木会館2階
☎028（622）2821 FAX 028（622）2816

●編集人／宇南山 照元　●発行人／石嶋　勇
■栃幼連ホームページ  http://www.youchien.or.jp

平成26年12月20日
一般社団法人 栃木県幼稚園連合会

号第 119
題字／栃木県知事　福田富一 氏

参加園

参加人数

参加園

参加人数

１３６園１３６園

２４,６３１名２４,６３１名

　

第
二
十
一
回
ピ
カ
ピ
カ
の
栃
木
県
（
公
共

施
設
美
化
十
万
人
運
動
）
が
、
十
月
十
一
日

か
ら
十
月
二
十
五
日
ま
で
の
二
週
間
を
基
本

と
し
て
、
県
内
の
多
く
の
幼
稚
園
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
栃
木
県
幼
稚
園
連
合
会
と

栃
木
県
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
が
『
家
族
の

あ
り
か
た
』『
環
境
』『
公
共
心
』
な
ど
に
つ

い
て
家
族
ぐ
る
み
で
考
え
る
た
め
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

主
な
内
容
と
し
ま
し
て
は
県
内
の
公
共
施

設
を
中
心
に
、
ゴ
ミ
や
空
き
缶
拾
い
・
草
取

り
・
落
ち
葉
拾
い
な
ど
環
境
美
化
の
要
素
を

含
ん
だ
活
動
で
す
。

　

実
施
す
る
幼
稚
園
で
は
、
予
め
危
険
箇
所

の
確
認
・
交
通
事
故
等
の
安
全
対
策
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
最
近
で
は
原
発
事
故

に
伴
う
放
射
線
の
影
響
の
確
認
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

保
護
者
と
一
緒
の
活
動
に
、
子
ど
も
た
ち

は
、「
こ
れ
か
ら
ご
み
拾
い
を
し
ま
す
。」
の

掛
け
声
に
、
ご
み
袋
を
い
っ
ぱ
い
に
し
よ
う

と
の
思
い
や
保
護
者
に
褒
め
て
も
ら
い
た
い

と
の
思
い
な
ど
か
ら
張
り
切
っ
て
ビ
ニ
ー
ル

袋
・
空
き
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
包
装
紙
・

落
ち
葉
な
ど
を
集
め
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
緒
に
ゴ
ミ
拾
い
を
し
た
子
ど
も

た
ち
か
ら
は
、

「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
（
植
え
込
み
の
中
）
ご

み
が
あ
っ
た
よ
。」

「（
ご
み
を
）
誰
が
捨
て
た
ん
だ
ろ
う
ね
。」

「
捨
て
な
け
れ
ば
い
い
の
に
ね
…
」

な
ど
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

活
動
後
は
ど
の
施
設
も
見
違
え
る
よ
う
に

　ピ
カ
ピ
カ
の
栃
木
県

　ピ
カ
ピ
カ
の
栃
木
県

第21回第21回

平
成
二
十
六
年
十
月
十
一
日
（
土
）〜
十
月
二
十
五
日
（
土
）

公
共
施
設
美
化
十
万
人
運
動
の
実
施

公
共
施
設
美
化
十
万
人
運
動
の
実
施

各
園
の
取
り
組
み

各
園
の
取
り
組
み

ピ
カ
ピ
カ
に
な
り
ま
し
た
が
、
普
段
何
気
な

く
利
用
し
て
い
る
公
共
施
設
に
つ
い
て
も
家

族
で
話
し
あ
う
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
活

動
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し

た
。　
　

 （
総
務
副
委
員
長　

吉
水  

義
浩
）



119号

02

  
足
利
地
区  

足
利
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園

期　

日　

十
月
十
四
日
（
火
）

場　

所　
朝
倉
公
園
（
足
利
市
朝
倉
町
二
一
二
）

参
加
人
数　

園
児
・
保
護
者
・
教
職
員

　
　
　
　

百
二
十
三
名

  

栃
木
地
区  

栃
木
み
ど
り
幼
稚
園

期　

日　

十
月
十
六
日
（
木
）

場　

所　

栃
木
市
総
合
運
動
公
園

参
加
人
数　

園
児
・
保
護
者
・
教
職
員

　

五
十
三
名

  

鹿
沼
地
区  

い
ず
み
幼
稚
園

期　

日　

十
月
二
十
三
日
（
木
）

場　

所　

千
手
山
公
園
・
千
手
観
音
堂

　
　
　
　

お
よ
び
仁
王
門
の
周
囲

参
加
人
数　

園
児
・
保
護
者
・
教
職
員

　

百
八
十
三
名

  

塩
谷
地
区  

す
み
れ
幼
稚
園

期　

日　

十
月
三
十
一
日
（
金
）

場　

所　

園
～
矢
板
駅
～
長
峰
公
園

参
加
人
数　

園
児
・
保
護
者
・
教
職
員

　

四
百
四
十
六
名

可燃ゴミ拾い・空き缶や空き瓶拾
い・落ち葉拾い

全園児、保護者、教職員により、園
外保育でお世話になっている運動
公園でゴミ拾いを実施した。

全員で分担し、草むしり、落ち
葉掃き、空き缶やゴミ拾いをし
ました。

祖父母参観を兼ねての実施。遠くは九
州から来てくださった方も一緒に、公
園までゴミ拾いをしながら移動。ゴミ
拾いだけでなく、公園の花壇に水仙の
球根を植え、公園を訪れる楽しみがで
きたようだ。

いつも利用している観音山公園
を、感謝の気持ちで清掃した。

日枝神社参道のゴミと落ち葉を拾
いました。その後、拾った落ち葉で
焼き芋をしました。

親子でお散歩気分で楽しく活動する事
が出来ました。観光地ですが、想像して
いたよりゴミの量がとても少なかったで
す。日頃から地域の皆さんが環境美化
に努めている事に改めて気づきました。

林檎狩りの後、なかがわ水遊園の芝
生でお弁当を食べた。その後その場
所をお借りした感謝の気持ちでゴミ
拾いをした。

  

佐
野
地
区  

洗
心
幼
稚
園

期　

日　

十
月
二
十
七
日
（
月
）

場　

所　

か
ん
の
ん
山
公
園

参
加
人
数　

園
児
・
保
護
者
・
教
職
員

　

二
百
八
十
三
名

  

小
山
地
区  
静
林
幼
稚
園

期　

日　

十
一
月
十
三
日
（
木
）

場　

所　

日
枝
神
社

参
加
人
数　

園
児
・
教
職
員　

九
十
四
名

  

日
光
地
区  

き
ぬ
川
幼
稚
園

期　

日　

十
月
二
十
三
日
（
木
）

場　

所　
き
ぬ
川
幼
稚
園
周
辺
・
滝
見
公
園

参
加
人
数　

園
児
・
保
護
者
・
教
職
員

　

十
九
名

  

那
須
地
区  

す
ぎ
の
こ
幼
稚
園

期　

日　

十
月
二
十
八
日
（
火
）

場　

所　

な
か
が
わ
水
遊
園

参
加
人
数　

園
児
・
職
員　

七
十
名



119号

03

　

第
二
回 
保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

期
日　

平
成
二
十
六
年
九
月
五
日（
金
）

会
場　

栃
木
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

参
加　

百
三
十
五
名

内
容　
「
幼
児
期
か
ら
の
体
づ
く
り

　
　
　
　
　

～
体
を
動
か
す
こ
と
が
大
好

　
　
　
　
　

き
な
子
ど
も
を
育
て
よ
う
～
」

講
師

　

栃
木
県
教
育
委
員
会
事
務
局
ス
ポ
ー
ツ

　

振
興
課  

指
導
主
事　

大
山　
裕
之 
氏

　

栃
木
県
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

  

副
主
幹　

  

高
木　
恵
美 

氏

　

子
ど
も

た
ち
の
外

遊
び
が
少
な
く
な

り
、
身
体
活
動
量

が
大
幅
に
低
下
し

て
い
る
。
そ
れ
は
、

将
来
的
に
「
生
活

習
慣
病
の
増
加
」

や
「
ス
ト
レ
ス
に

対
す
る
抵
抗
力
の

低
下
」
に
つ
な
が

り
、
さ
ら
に
社
会

全
体
の
活
力
や
文

化
継
承
力
の
喪
失

に
つ
な
が
る
、
と

い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。
そ
ん
な
危
機
を
回

避
す
る
た
め
に
は
、
幼
児
期
に
遊
び
で
体

を
動
か
す
こ
と
。走
る
、転
が
す
、投
げ
る
、

跳
ぶ
、
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
、
な
ど
、
様
々

な
動
き
が
遊
び
に
は
含

ま
れ
て
お
り
、
こ
の
時

期
に
経
験
し
て
お
き
た

い
遊
び
は
た
く
さ
ん
あ

る
、
と
教
わ
っ
た
。

　

講
義
の
後
に
、
早
速

全
員
で
体
育
館
に
移
動

し
て
、
体
を
動
か
す
簡

単
な
ゲ
ー
ム
を
実
践
。

二
人
組
の
鬼
ご
っ
こ
や

触
れ
合
い
遊
び
、
新
聞

紙
ジ
ャ
ン
ケ
ン
や
風
船

を
使
っ
て
の
リ
レ
ー
な

ど
、
初
め
て
会
っ
た
参

加
者
同
士
で
も
楽
し
く

体
を
動
か
す
こ
と
が
で

き
、
子
ど
も
た
ち
と
も
す
ぐ
に
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
と
感
じ
た
。
時
間
が
で
き
た

時
や
、
集
中
す
る
活
動
の
前
な
ど
、
ど
ん

ど
ん
実
践
し
て
い
き
た
い
。

　

設
置
者
・
園
長
研
修
会

期
日　

平
成
二
十
六
年
九
月
十
二
日（
金
）

会
場　

二
荒
山
会
館
（
鶴
・
亀
の
間
）

参
加　

百
七
十
一
名

内
容　
「
子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度

　
　
　
　

  

に
つ
い
て
」

講
師　

文
部
科
学
省
初
等
教
育
課
幼
児

　
　
　
　

 

教
育
専
門
官　

相
原　
康
人 

氏

　

子
ど
も

子
育
て
新

制
度
の
詳
細
が

決
ま
り
つ
つ
あ

る
中
、
多
く
の

方
が
期
待
感
を

持
っ
て
参
加
し
た
。ま
た
そ
の
一
方
で
は
、

荒
居
経
営
研
究
委
員
長
の
ジ
ョ
ー
ク
を
交

え
た
挨
拶
で
会
場
を
和
ま
せ
た
の
が
印
象

的
で
あ
っ
た
。

　

応
諾
義
務
に
つ
い
て
…
新
制
度
は
、
全

て
の
子
ど
も
に
質
の
高
い
教
育
・
保
育
を

提
供
す
る
事
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
障
害
児
な
ど
の
特
別
な
支
援
が
必
要
な

子
ど
も
に
つ
い
て
も
、
障
害
児
施
策
等
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
受
け
入
れ
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
基
本
と
な
る
。
し
か
し
、

一
定
の
プ
ロ
セ
ス
（
①
市
町
村
計
画
に
基

づ
く
受
入
れ
体
制
の
確
保
②
情
報
公
表
に

よ
る
受
入
れ
体
制
の
周
知
③
利
用
者
の
支

援
な
ど
）
を
経
て
、
尚
、
受
入
れ
が
不
可

能
な
場
合
に
は
応
諾
義
務
違
反
に
は
問
わ

れ
な
い
。

　

利
用
者
負
担
の
設
定
に
つ
い
て
…
在
園

児
の
既
納
の
入
園
料
等
と
新
制
度
の
利
用

者
負
担
と
で
重
複
す
る
こ
と
と
な
る
分
に

つ
い
て
は
、
特
定
負
担
額
を
新
た
に
設
定

し
な
い
、
又
は
そ
の
一
部
を
返
還
す
る
こ

と
が
妥
当
。

内
容　

一
、「
子
ど
も
・
子
育
て
新
制

　
　
　
　

 　
　

 

度
へ
の
移
行
に
伴
い
必

　
　
　
　

 　
　

 

要
な
手
続
き
に
つ
い
て
」

　
　
　
　

 

二
、 「
私
立
幼
稚
園
の
耐
震
診

　
　
　
　

 　
　

 

断
・
耐
震
化
に
つ
い
て
」

講
師　

栃
木
県　

経
営
管
理
部
文
書
学
事
課

　

古
林　
　
正 

氏

　

新
制
度
移

行
に
は
次
の

手
続
き
が
必
要
。

１
、
幼
稚
園
の

廃
止
手
続
き

２
、
寄
附
行
為
の
変
更
手
続
き

３
、
登
記
済
み
届
手
続
き

４
、
園
則
変
更
手
続
き

５
、
そ
の
他
の
手
続
き

　

耐
震
診
断
・
耐
震
化
に
係
る
補
助
制
度

は
次
の
通
り
。

　

１
、
私
立
幼
稚
園
施
設
整
備
補
助
金

補
助
率
１
／
３
以
内

　

２
、
幼
稚
園
耐
震
化
促
進
事
業
費

　
　
　
（
安
心
こ
ど
も
基
金
）

補
助
率
１
／
２
以
内

 

子
ど
も
・
子
育
支
援
新
制
度
を
踏
ま
え
た
研
修
会

期
日　
平
成
二
十
六
年
九
月
二
十
二
日（
月
）

会
場　

二
荒
山
会
館
（
鶴
の
間
）

参
加　

百
四
十
五
名

テ
ー
マ

『
新
制
度
を
目
前
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
で

取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
』

発
表　

認
定
こ
ど
も
園
対
策
委
員
４
名

① 「
多
様
な
保
育
時
間
へ
の
対
応
」

　

 

認
定
す
ず
め
こ
ど
も
園
す
ず
め
幼
稚
園

　

主
任
保
育
士　

所　
　
智
子 

氏

② 「
保
育
者
の
チ
ー
ム
力
ア
ッ
プ
」

　

 

認
定
子
ど
も
園
白
百
合
幼
稚
園

　

施
設
長　

岡
村
日
出
子 

氏

　

主
任　
　

伊
藤　
美
帆 

氏

③ 「
保
護
者
と
の
関
係
作
り
」

　

 

さ
く
ら
認
定
子
ど
も
園
さ
く
ら
幼
稚
園

　

副
園
長　

永
田　
文
子 

氏

④ 「
市
町
と
の
恊
働
」

　

 

認
定
子
ど
も
園
あ
か
み
幼
稚
園

　

園
長　
　

中
山　
昌
樹 

氏



119号

04

　

第
三
回 

保
育
テ
ク
ニ
カ
ル
講
座

期
日　

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日

会
場　

コ
ン
セ
ー
レ
（
大
ホ
ー
ル
）

参
加　

百
二
十
一
名

内
容　
「
写
真
で
子
ど
も
の
育
ち
を
語
ろ
う
」

講
師　

写
真
家
、
キ
ー
プ
自
然
学
校
・

　
　
　
　

 

清
里
聖
ヨ
ハ
ネ
保
育
園
園
長
補
佐

　

小
西　
貴
士 

氏

　

前
半
の

グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
は
、
各

園
で
持
ち
寄
っ
た

「
子
ど
も
が
輝
い

て
い
る
時
」
の
写

真
に
つ
い
て
、
五

～
六
人
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
お
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
話

し
合
う
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
行
わ
れ
た
。

グ
ル
ー
プ
内
で
、順
番
に
写
真
の
説
明（
場

面
の
状
況
）
を
し
て
い
っ
た
が
、
写
真
ご

と
に
そ
の
園
の
環
境
や
普
段
の
生
活
の
違

い
が
分
か
り
大
変
参
考
に
な
っ
た
。
和
や

か
な
雰
囲
気
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ど
の

グ
ル
ー
プ
も
子
ど
も
の
話
が
尽
き
な
い
よ

う
だ
っ
た
。
後
半
は
、
小
西
氏
に
よ
る
ス

ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
見
な
が
ら
の
講
話
が
行

わ
れ
た
。
写
真
家
で
あ
り
、
自
然
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
る
「
森
の
番
人
」
で
あ
る

小
西
氏
の
写
真
か
ら
は
、
自
然
の
素
晴
ら

し
さ
、
伸
び
伸
び
と
自
然
の
ま
ま
に
生
き

る
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
心
に
強
く
響
い
て

き
た
。
今
回
の
研
修
を

通
し
て
、
写
真
は
た
だ

見
る
だ
け
で
な
く
、
そ

こ
に
言
葉
を
つ
け
伝
え

る
こ
と
で
、
改
め
て
写

真
の
良
さ
が
強
ま
る
と

い
う
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。
そ
し
て
、

会
場　
高
松
市
・
Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
高
松

参
加　
約
五
百
名（
う
ち
栃
幼
連
か
ら
は
七
名
）

メ
イ
ン
テ
ー
マ

　
「
明
日
に
向
け
て
私
立
幼
稚
園
の
振
興
を

　

  

考
え
る
」

《
一
日
目
》

●
記
念
講
演

　
『
希
少
糖
が
教
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
』

　

講
師　
香
川
大
学
特
任
教
授
、
㈱
希
少
糖

　
　
　
　

生
産
技
術
研
究
所
代
表
取
締
役

何
森　
健 

氏

●
行
政
報
告

　
「
私
立
幼
稚
園
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題
」

　

講
師　
文
科
省
初
等
中
等
教
育
局
幼
児
教
育
課

　
　
　
　
幼
児
教
育
企
画
官　

林　
俊
宏 

氏

《
二
日
目
》

●
研
究
講
座
（
参
加
者
が
一
講
座
選
択
）

・
教
育
『
〇
歳
か

ら
五
歳
の
発
達

か
ら
教
育
・
保

育
を
考
え
る
』

・
振
興
『
こ
れ
か

ら
の
私
立
幼
稚

園
の
振
興
を
考

え
る
』
～
子
ど

も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
を
通

し
て
市
区
町
村
と
の
関
係
づ
く
り
を

考
え
る
～

・
経
営
『
子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度

に
お
け
る
仮
単
価
表
に
つ
い
て
正
し

く
学
び
、
公
定
価

格
に
つ
い
て
考
え

る
』

・
認
定
こ
ど
も
園

　
『
子
ど
も
子
育
て

支
援
新
制
度
と

「
認
定
こ
ど
も

園
」
の
未
来
に
つ

い
て

　

第
二
回 

保
育
セ
オ
リ
ー
講
座

期
日　

平
成
二
十
六
年
十
月
十
七
日（
金
）

会
場　

コ
ン
セ
ー
レ
（
大
ホ
ー
ル
）

参
加　

百
四
十
名

内
容　
『
新
制
度
に
向
け
て　

子
ど
も

　
　
　
　

 
理
解
と
保
育
者
の
か
か
わ
り
』

　
　
　
　

 

～
子
ど
も
に
寄
り
添
う
保
育
～

講
師　

公
益
財
団
法
人 
幼
少
年
教
育
研
究
所

所
員　

兵
頭　
惠
子 

氏

　

新
制
度

施
行
に
伴

い
、
質
の
高
い
保

育
を
行
う
た
め
に

は
子
ど
も
の
心
の

見
方
、
と
ら
え
方

を
学
び
、
幼
児
と

と
も
に
保
育
者
も
成
長

し
て
い
く
事
が
大
切
と

開
催
さ
れ
た
保
育
セ
オ

リ
ー
講
座
で
あ
っ
た
。

　

子
ど
も
を
理
解
す
る

上
で
特
に
大
切
な
事
は

「
子
ど
も
の
育
ち
を
知

る
」
事
で
あ
り
、
一
年
間
の
育
ち
を
五
つ

の
時
期
「
①
不
安
と
戸
惑
い
、
②
自
己
発

揮
、
③
自
己
主
張
、
④
仲
間
意
識
、
⑤
自

己
充
実
」
に
分
け
て
考
え
、
自
己
を
育
て

て
い
く
た
め
の
関
わ
り
方
や
、
環
境
の
必

要
性
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
身
体
的
、
社
会
的
、
情
緒
的
、

知
的
、
意
志
的
、
性
格
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
か
ら
年
齢
別
に
い
ろ
い
ろ
な
事
例
を

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
和

や
か
で
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
学
ぶ
事
が

出
来
た
。

　

第
三
十
回 

全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会

　

設
置
者
・
園
長
全
国
研
修
会

期
日　

十
月
二
十
日（
月
）～
二
十
一
日（
火
）

小
西
氏
の
「
子
ど
も
で
あ
る
と
い
う　

自

然
」
と
い
う
言
葉
は
今
の
大
人
た
ち
に
忘

れ
去
ら
れ
て
い
た
大
切
な
も
の
を
思
い
出

さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
だ
っ
た
。

　

第
二
十
八
回 

全
日
私
幼
連

　

関
東
地
区
代
表
者
協
議
会
新
潟
大
会

期
日　

平
成
二
十
六
年 

十
一
月
六
～
七
日

会
場　

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
新
潟

テ
ー
マ

変
革
の
時
代
を

考
え
る
～
選
択

の
キ
ー
ワ
ー
ド

は
こ
ど
も
が
ま

ん
な
か
～

研
修
Ⅰ
『
幼
保
連
携

型
認
定
こ
ど
も

園
教
育
・
保
育

要
領
に
つ
い
て
』

講
師　

國
學
院
大
學
教
授

　

神
長
美
津
子 

氏

研
修
Ⅱ
『
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

　
　
　
　

に
つ
い
て
』

講
師　

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局

幼
児
教
育
課
長　

淵
上　
　
孝 

氏

研
修
Ⅲ
『
私
立
幼
稚
園
の
現
状
と
課
題
』

担
当　

各
県
私
学
行
政
担
当
官

（
栃
木
県
か
ら
は
古
林　

正
副
主
幹
）

研
修
Ⅳ
『
落
語
に
学
ぶ
笑
い

　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』

講
師　
　

  

落
語
家　

三
遊
亭
白
鳥 

氏

　

栃
幼
連
か
ら

は
正
副
理
事

長
、
常
任
理
事

が
参
加
し
、
各
県
の

子
ど
も
・
子
育
て
新

制
度
に
向
け
て
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
、

各
県
行
政
担
当
者
を

交
え
て
研
鑽
し
た
。
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〈
年
長
〉
お
話
の
世
界
を
楽
し
も
う
～
概

念
の
確
立
と
他
児
と
の
関
係
に
つ
い
て
～

　

絵
本
、
紙
芝
居
、

放
送
教
育
番
組
、
教

育
ラ
ジ
オ
番
組
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性
や
活
用

方
法
。
さ
ら
に
子
ど

も
の
お
話
を
イ
メ
ー

ジ
（
概
念
化
） 

す
る

力
を
観
察
し
、
そ
の

能
力
と
他
児
と
の
関
わ
り
に
関
係
性
が
あ

る
か
の
検
証
。

　

公
開
保
育
後
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で

は
、
栃
幼
連
教
育
研
究
委
員
長
小
倉
庸
寛

先
生
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
、
一

年
間
の
研
究
や
公
開
保
育
に
つ
い
て
討
議

さ
れ
た
。テ
ー
マ
設
定
理
由
や
研
究
方
法
、

成
果
や
課
題
な
ど
が

各
担
任
か
ら
の
発
表

が
あ
っ
た
。
放
送
・

視
聴
覚
教
育
の
活
用

は
、
我
々
に
と
っ
て

も
重
要
で
あ
る
こ
と

を
会
場
全
体
で
確
認

を
し
て
閉
会
し
た
。

　

宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
附
属
幼
稚
園

　

公
開
研
究
会

期
日　

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
五
日（
土
）

会
場　
宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
附
属
幼
稚
園

参
加　

九
十
名

　
「
豊
か
な
暮
ら
し
を
創
造
す
る
幼

稚
園
の
環
境
～
言
葉
に
目
を
向
け

て
～
」
と
い
う
研
究
課
題
を
掲
げ
、

公
開
保
育
と
保
育
研
究
、
保
育
研
究
発
表

と
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。

　

午
前
中
は
各
学
年
と
も
に
、
子
ど
も
同

士
の
係
わ
り
や
対
話
を
促
す
、
季
節
を
考

　

平
成
二
十
六
年
度 

関
東
甲
信
越
放
送
・

　

視
聴
覚
教
育
研
究
大
会
栃
木
大
会

期
日　
平
成
二
十
六
年
十
一
月
七
日（
金
）

会
場　

栃
木
市
文
化
会
館

　
　
　
　

 
栃
木
み
ど
り
幼
稚
園

参
加　

二
十
八
名
（
幼
稚
園
部
門
）

大
会
主
題　

自
ら
考
え 

自
ら
学
び 
未
来
を
切
り
拓
く

子
ど
も
の
育
成
～
豊
か
な
心
と
確
か
な

学
び
を
育
む
教
育
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
～

　

園
研
究

主
題
を「
自

ら
考
え
、
自
ら
関

わ
る
、
自
分
ら
し

さ
と
の
出
会
い
の

た
め
に 

～
子
ど

も
の
主
体
性
を
効

果
的
に
引
き
出
す

た
め
の
放
送
視
聴

覚
メ
デ
ィ
ア
・
視

聴
覚
教
材
の
活
用
と
は
～
」
と
定
め
、
各

学
年
の
公
開
保
育
と
研
究
発
表
が
実
施
さ

れ
た
。
各
学
年
の
研
究
及
び
公
開
保
育
の

内
容
は
次
の
通
り
。

　
〈
年
少
〉
楽
器
を
つ
く
ろ
う 

～
自
分
の

思
い
を
表
現
す
る
に
は
～

　

初
め
て
幼
稚
園
と
い
う
集
団
に
入
っ
た

子
ど
も
た
ち
に
、
自
分
が
思
っ
て
い
る
こ

と
、
や
り
た
い
こ
と
が
の
び
の
び
と
表
現

で
き
る
た
め
の
教
育
放
送
活
用
に
つ
い

て
。

　
〈
年
中
〉
絵
を
楽
し
も
う 

～
自
分
と
友

だ
ち
と
の
よ
り
良
い
関
わ
り
を
求
め
て
～

　

個
か
ら
集
団
へ
の
発
達
段
階
に
な
る
年

中
時
に
、
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
活
動

し
な
が
ら
、
自
分
ら
し
さ
を
出
し
つ
つ
、

絵
の
活
動
を
通
し
て
、
人
と
関
わ
り
を
深

め
る
研
究
。

慮
し
た
適
切
な

環
境
づ
く
り
が

な
さ
れ
て
お
り
、

保
育
研
究
で
の

活
発
な
意
見
交

換
が
な
さ
れ
た
。

　

午
後
に
は
、

附
属
幼
稚
園
教

諭
坂
本
修
子
先

生
が
保
育
研
究

発
表
を
、
津
金

美
智
子
先
生（
文

科
省
初
等
中
等

教
育
局
視
学
官  

他
）
が
「
幼
児

な
り
の
言
葉
を

育
む
環
境
を
考

え
る
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
会
を

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
幼
児
期
の
言
葉
に
対

す
る
深
い
洞
察
が
な
さ
れ
て
お
り
、
実
に

学
び
多
い
会
と
な
っ
た
。

　

設
置
者
・
園
長
研
修
会

期
日　
平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
六
日（
水
）

会
場　

二
荒
山
会
館
（
鶴
・
亀
の
間
）

参
加　

百
四
十
三
名

講
師　

　

山
梨
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会 

会
長  

　
学
校
法
人
聖
愛
幼
稚
園　

理
事
長
・
園
長

鈴
木　
信
行 

氏

　

甲
府
市

の
現
状
と

新
制
度
移
行
に

向
け
、
わ
か
り

や
す
く
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
な
が

ら
説
明
し
て
頂

い
た
。
聖
愛
幼

稚
園
は
、
〇
歳
児
を
除
く
未
満
児
を
小
規

模
保
育
で
預
か
る
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も

園
と
な
る
。
小
規
模
保
育
や
一
時
預
か
り

の
大
切
さ
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
を
利

用
し
て
の
園
児
確
保
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
で
の
子
ど
も
達
の
育
つ
環
境
等
話
さ
れ

た
。
特
に
小
規
模
保
育
は
、
地
域
型
給
付

と
し
て
新
制
度
に
移
行
し
な
い
幼
稚
園
や

新
制
度
の
幼
稚
園
は
有
効
で
あ
る
。

　

地
域
の
子
ど
も
達
を
い
い
環
境
で
育
て

る
た
め
に
幼
稚
園
の
重
要
性
が
増
し
て
い

る
。そ
の
た
め
の
制
度
が
動
き
は
じ
め
た
。

ま
だ
ま
だ
未
完
成
だ
が
地
域
の
た
め
に
有

効
に
使
う
し
か
方
法
が
な
い
と
考
え
る
。

文
書
学
事
課　

副
主
幹　

古
林　
　
正 

氏

⑴
幼
稚
園
運
営
費
補

助
金
配
分
基
準
の

見
直
し

⑵
特
別
支
援
事
業
補

助
金

⑶
園
舎
の
耐
震
診
断

⑷
私
立
幼
稚
園
施
設
整
備
（
国
庫
補
助
）

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

　
こ
ど
も
政
策
課  

副
主
幹  

野
口　
善
幸 

氏

⑴
認
定
こ
ど
も
園
に
対
す
る
施
設
型
給
付

　
　

大
規
模
園
に
お
い
て
施
設
型
給
付
は

大
幅
な
減
収
。
九
月
に
知
事
名
で
要
望

書
を
提
出
。

　
　

国
は
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に

つ
い
て
特
例
的
な
処
置
を
す
る
方
向
に

あ
る
。

⑵
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の
学
級
の

編
成
、
職
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
制
定　

等

　

資
料
を
元
に
わ
か

り
や
す
く
説
明
さ
れ

た
。
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要望事項等 継・新
の　別

要 望 事 項
現　　行 要　　望

１．予算に関する要望

２．政策に関する要望

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

継続

新規

園児１人当たり
 181,100円
　国庫補助 23,005円
　地方交付税 153,200円
　県単補助 4,800円

園児１人当たり　　　
 39,100円

総額 438,256千円
・学法で２人以上在籍
　１人当たり ７84,000円
 （国庫補助）
・それ以外
　１人当たり 392,000円
 （県単補助）

園児１人当たり
 189,400円
　国庫補助 23,302円
 （予定）
　地方交付税 156,000円
 （予定）
　県単補助 10,000円

園児１人当たり　　　
 50,000円

総額 462,560千円
・学法で２人以上在籍
　１人当たり ７84,000円
 （国庫補助）
・それ以外
　１人当たり 784,000円
 （県単補助）

 平 成 2 7 年 度  予 算 要 望 書

【要望１－１】運営費補助金（学校法人立）の増額
　私立幼稚園の経営の健全化、幼児教育の質的向上を支える運営費補
助金について、国に準じて増額を確保するとともに、群馬県、茨城県なみ
の県単補助金の増額を要望します。

【要望１－２】教材費等補助金（102条）の増額
　102条園（宗教法人立･個人立）の幼稚園は、大変厳しい財政状況の
中、学校法人立園と同様の設置基準に基づいた幼児教育をしています。
運営費補助金の１／２補助に向けて増額を要望します。

【要望２】特別支援教育費補助金の増額
　現行制度では、対象児が2人の場合は1,568,000円となりますが、１人
の場合は392,000円と1／4になってしまいます。この補助額では教員を
加配して対象児に必要な教育的援助を行うことは不可能です。国庫補助
の対象とならない「対象児が１人の場合」「学法立以外の園の場合」で
あっても、県単補助による同額の補助を要望します。

【要望３】子育て支援事業等への財政的援助の充実
①第３子以降に対し、同時在園でなくとも補助対象となるよう、現行制度の拡

充を強く要望します。
②仕事と子育ての両立支援のために、預かり保育に対する一層の支援

を要望します。
③より多くの幼稚園が地域の子育ての拠点として充実できるよう、さらなる財

政的援助を要望します。
④１０２条園（宗教法人立・個人立）の幼稚園子育てランド事業、わんぱく保育

推進事業について、県単独補助金の継続を要望します。
⑤園舎の耐震診断、耐震補強等にかかる費用の助成を要望します。

【要望４】教員の資質向上を図るための栃幼連の研修事業への助成の増額と、
子ども・子育て支援新制度対応の研修事業への助成の継続

【要望５】新制度に関する国への働きかけと移行園への支援
①新制度への移行を希望するすべての幼稚園が、せめて現行制度水準の経

営が保障されるよう、国に対して公定価格等の見直しへの働きかけを、県と
して強力に進言していただくことを要望します。

②新制度への移行園が、幼児教育の質の向上と永続的な運営が可能となる
よう、栃木県独自の財政的支援策（特に教員加配等の人件費部分への助
成）の実現を要望します。

　平成27年度からスタートする新制度。県内の幼稚園の動向
は、４割弱が新制度へ移行し、６割強が私学助成の幼稚園とし
て継続する見込みである。それらを踏まえ、11月21日に自民党
政策懇談会に、12月4～5日に福田知事、螺良議長、神谷政調会
長に、特に、運営費補助金と特別支援教育費補助金について県
単補助部分の増額を強調して、上記の通り要望書を提出させて
いただいた。栃木県の子どもたちのために、共に手を取り合ってがんばっていきましょう。

振興委員長　馬場章信

団 体 名：一般社団法人栃木県幼稚園連合会
代表者名：理事長　石嶋　勇

●27年度予算要望書について

小学校3年生以下の兄
姉から数えて第3子
わんぱく保育推進事業

子育てランド事業

地域子育て推進事業

幼稚園耐震化事業費

栃幼連補助金
 3,000千円
幼稚園特別研修費補助金
 3,000千円

兄姉の学齢等の条件撤
廃または年齢引き上げ
増額

増額

県単補助部分の増額

継続

増額

継続

継続

例：教員加配事業補助金
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　次年度より、基本
研修として、幼稚園
教職５年目研修（仮
称）を実施する予定
です。（実質２日程度）
　詳細は、追って御
連絡いたします。
　御理解、御協力を

お願いします。

★お知らせ★ こ
れ
か
ら
の
研
修

●
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ

《
発
達
と
学
び
を
つ
な
ぐ
要
録
の
作

成
と
活
用
》

　
平
成
二
十
七
年
二
月
九
日
（
月
）

　

講
話
「
要
録
の
意
義
と
役
割
」

　

十
文
字
学
園
女
子
大
学
幼
児
教
育
学
科

　

准
教
授　

野
口　

隆
子
先
生

　

講
話
・
演
習

　
「
発
達
と
学
び
を
つ
な
ぐ
要
録
の
作
成
」

★
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
研
修
案
内
よ
り
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
！

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
平
成
二
十
六
年
度

　
栃
木
県
教
育
研
究
発
表
大
会

《
幼
・
保
・
小
連
携
部
会
》

　
平
成
二
十
七
年
一
月
三
十
日
（
金
）

　
十
三
時
〜
十
五
時
三
十
分

　

テ
ー
マ「
幼
児
期
の
子
育
て
支
援
・

　
　
　
　

  

保
護
者
支
援
と
小
学
校
の

　
　
　
　

  

ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」

　

発
表
１　

幼
稚
園
に
お
け
る
子
育
て

　
　
　
　
　

支
援
の
在
り
方

　

発
表
２　
保
育
者
の
資
質
向
上
を
図
る

　

発
表
３　

小
学
校
に
お
け
る
保
護
者

　
　
　
　
　

対
応
の
取
組

★
栃
木
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
！

き
ま
し
た
。
ま
た
、ボ
ー
ル
を
つ
く
こ
と
、

キ
ャ
ッ
チ
す
る
こ
と
な
ど
動
作
の
基
本
に

つ
い
て
も
丁
寧
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

研
修
者
か
ら
は
、「
体
力
の
低
下
が
ど

こ
か
ら
き
て
い
る
の
か
、
ど
う
し
て
い
く

べ
き
か
が
分
か
っ
た
。」「
い
ろ
い
ろ
な
遊

び
が
子
ど
も
た
ち
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
環

境
づ
く
り
を
し
た
い
。」「
体
力
の
向
上
は
、

心
を
育
て
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。」「
講

話
と
実
技
が
つ
な
が
っ
て
い
て
、
考
え
な

が
ら
行
う
こ
と
が
で
き
た
。」
な
ど
、
体

を
動
か
す
心
地
よ

さ
の
大
切
さ
を
再

認
識
し
、
明
日
か

ら
の
保
育
に
生
か

し
て
い
こ
う
と
い

う
前
向
き
な
感
想

が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

 

特
別
支
援
教
育
研
修

　
「
一
人
一
人
と
集
団
を
育
て
る
特
別
支

援
教
育
」
を
テ
ー
マ
に
、
九
月
二
日
、

十
一
月
七
日
の
二
日
間
の
日
程
で
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
第
一
日
と
第
二
日
の
間
に

研
修
者
の
実
践
も
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　

第
一
日
に
は
、
宇
都
宮
大
学
の
司
城
紀

代
美
先
生
よ
り
、
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

交
え
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
特
別
支
援
教

育
の
視
点
の
持
ち
方
に
つ
い
て
講
話
が
あ

り
ま
し
た
。続
い
て
、幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

よ
り
、
幼
稚
園
教
育
要
領
等
を
踏
ま
え
、

 

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ

 

《
保
育
に
生
か
せ
る
表
現
運
動
》

　

十
月
十
六
日
に
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
Ⅰ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
幼

児
期
運
動
指
針
の

策
定
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
委
員
で

あ
る
岐
阜
大
学
の

春
日
晃
章
准
教
授

か
ら
、「
子
ど
も

の
遊
び
と
体
力
」
を
テ
ー
マ
に
講
話
が
あ

り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
体
力
低
下
の
現
状

と
そ
の
後
の
影
響
を
踏
ま
え
、
体
力
向
上

の
た
め
に
幼
児
期
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

大
切
に
し
て
保
育
を
展
開
す
れ
ば
良
い
の

か
、
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
終
始
熱

い
語
り
口
に
、
ど
ん
ど
ん
引
き
込
ま
れ
、

心
動
か
さ
れ
た
研
修
者
が
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。
続
い
て
、
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
よ

り
、
幼
稚
園
教
育
要
領
等
を
読
み
解
き
な

が
ら
、
幼
児
期
の
体
づ
く
り
に
つ
い
て
解

説
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
体
育
館
で
宇
都
宮
共
和
大
学

の
河
田
隆
教
授
よ
り
、
実
技
が
あ
り
ま
し

た
。
午
前
中
の
講
話
に
も
あ
っ
た
ボ
ー
ル

遊
び
を
、
一
人
で
、
ペ
ア
で
、
グ
ル
ー
プ

で
、
と
人
数
を
変
え
な
が
ら
紹
介
い
た
だ

幼
児
期
に
お
け
る

特
別
支
援
教
育
に

つ
い
て
確
認
し
ま

し
た
。午
後
に
は
、

県
内
の
幼
稚
園
・

保
育
所
の
先
生
方

か
ら
、
環
境
の
工

夫
、
園
内
支
援
体

制
、
関
係
機
関
と
の
連
携
、
保
護
者
支
援

に
つ
い
て
実
践
発
表
が
あ
り
、
今
後
の
取

組
の
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
二
日
に
は
、
三
～
四
人
の
班
で
、
実

践
の
報
告
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
協
議
を
行

い
、
午
後
に
は
、「
明
日
か
ら
私
が
で
き

る
こ
と
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
教
育
研
修
専
門
員

か
ら
全
体
講
評
と
県
教
委
特
別
支
援
教
育

室
か
ら
県
内
の
体
制
整
備
に
つ
い
て
の
情

報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
支
援
児
を
み
る
と
き
に
、
で
き
る
、

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
支
援

児
の
育
ち
と
集
団
の
育
ち
の
関
係
で
と
ら

え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。」「
支
援
児
と
の

か
か
わ
り
を
ク
ラ
ス
全
体
で
楽
し
め
る
集

団
に
し
て
い
き
た
い

で
す
。」
な
ど
、
新

た
な
視
点
で
子
ど
も

を
支
援
し
、
よ
り
よ

い
集
団
づ
く
り
を
し

て
い
こ
う
と
す
る
声

が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
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本
年
度
に
入
園
し
た
満
三
歳
児
分
等
の

変
更
交
付
申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
、

運
営
費
補
助
金
、
教
材
費
等
補
助
金
と
も

に
一
月
下
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
別
途
文
書
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
期
限
内
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

  

前
述
の
運
営
費
補
助
金
及
び
教
材
費
等

補
助
金
の
変
更
交
付
申
請
に
関
し
、
例
年

ど
お
り
一
月
初
旬
に
、
一
月
の
始
業
日
現

在
に
お
け
る
在
園
児
数
調
査
を
行
い
ま

す
。

  

照
会
か
ら
交
付
ま
で
短
時
間
で
の
作
業

と
な
り
ま
す
の
で
、
提
出
期
限
厳
守
で
お

願
い
し
ま
す
。

　

子
育
て
ラ
ン
ド
事
業
を
実
施
し
て
い
る

幼
稚
園
に
お
い
て
は
、
各
実
施
事
業
の
参

加
人
数
や
活
動
内
容
等
の
記
録
を
実
施
報

告
書
提
出
時
に
添
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
実
施
園
に
お
い
て
は
必
ず
記
録
を

取
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
園
舎
の
耐
震
診

断
の
実
施
・
耐
震
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

本
県
の
私
立
幼
稚
園
の
耐
震
化
率

は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
現
在
で

七
十
一
・
一
％
（
暫
定
値
）
で
す
が
、
平

成
二
十
五
年
四
月
一
日
現
在
の
全
国
平

均
七
十
八
・
八
％
と
比
べ
、
依
然
低
い
数

値
と
な
っ
て
い
ま
す
（
平
成
二
十
六
年
四

月
一
日
現
在
の
全
国
平
均
は
今
後
公
表
予

定
）
。

　

県
で
は
こ
れ
ま
で
、
国
庫
補
助
制
度
や

安
心
こ
ど
も
基
金
に
よ
る
補
助
事
業
を
ご

案
内
し
て
お
り
、
多
数
の
幼
稚
園
に
ご
活

用
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
二
十
七
年
度
の

補
助
制
度
の
動
向
と
し
て
、
国
庫
補
助
制

度
は
継
続
さ
れ
る
見
込
で
す
が
、
安
心
こ

ど
も
基
金
事
業
は
、
国
に
お
い
て
見
直
し

等
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
の
検
討
結
果
に
つ
き
ま
し
て

は
、
速
や
か
に
情
報
提
供
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
園
舎
の
耐
震
化
に
取
り

組
ま
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
園
舎
の
耐
震
化
に
際
し
、
耐
震

診
断
の
費
用
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
、
お

問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
ま
す
が
、
日
本

私
立
学
校
共
済
・
振
興
事
業
団
や
（
公

財
）
栃
木
県
私
立
幼
稚
園
振
興
財
団
が
実

施
す
る
施
設
資
金
等
の
貸
付
制
度
の
活
用

も
ご
検
討
の
一
助
と
な
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
安
全
・
安
心
な
教
育
環
境

の
提
供
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編集後記
　
「
い
～
じ
ゃ
な
い
の
～
～
～
」「
だ

め
よ
～
、
ダ
メ
ダ
メ
」

　

い
つ
の
間
に
か
、
目
の
前
の
園
児

た
ち
が
上
手
に
ま
ね
を
し
出
し
て
、

か
な
り
の
期
間
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
妖
怪
の
名
前
も
テ
レ
ビ
の

影
響
で
ど
ん
ど
ん
変
わ
り
つ
つ
あ
っ

て
、
興
味
関
心
は
も
ち
ろ
ん
、
吸
収

力
の
高
い
こ
の
子
ど
も
た
ち
と
、「
事
の

善
し
悪
し
」「
古
き
良
き
物
？
」「
本
当
の

話
と
嘘
の
話
」
等
の
話
が
、
以
前
に
比
べ

て
し
に
く
く
な
っ
た
な
と
感
じ
て
い
ま
す

が
、
皆
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。（
年
齢

の
せ
い
で
し
ょ
う
か
!!
）

　

い
よ
い
よ
子
ど
も
子
育
て
新
制
度
へ
の

移
行
へ
の
動
き
も
本
格
的
に
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
園
が
対
応
に
四
苦
八
苦
し
て
い
る

時
で
す
の
で
、
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
と

い
う
の
が
本
音
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
幼
稚

園
の
仕
組
み
が
変
わ
っ
て
い
く
と
、
動
き

も
様
々
に
な
り
、
各
種
の
意
見
交
換
も
ま

ま
な
ら
な
い
事
も
出
て
く
る
の
で
し
ょ
う

か
。
様
々
な
点
で
勉
強
不
足
の
た
め
か
、

こ
ち
ら
の
点
で
も
不
安
を
感
じ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

た
だ
そ
の
一
方
で
、
い
ろ
い
ろ
な
研
修

で
お
会
い
す
る
先
生
方
が
、
園
児
の
た
め

に
、
保
護
者
の
た
め
に
、
そ
し
て
教
職
員

の
た
め
に
と
言
葉
を
発
し
て
い
た
だ
け
る

の
で
、
ほ
っ
と
し
て
い
る
自
分
に
も
気
づ

き
ま
す
。

　

そ
し
て
改
め
て
、「
未
来
の
素
敵
な
大

人
た
ち
に
多
く
の
夢
あ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

残
せ
る
よ
う
、
今
は
た
だ
、
日
々
の
保
育

に
邁
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
」
と
の
想
い

を
強
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
田
﨑　

容
子
）

＊
県
大
会
予
告
＊

栃
幼
連 

第
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回
県
大
会

栃
幼
連 

第
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回
県
大
会

栃
幼
連 

第
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回
県
大
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平
成
二
十
七
年
一
月
三
十
一
日
（
土
）

●
開
会
式

●
講
演
会

　
　講
師
：
玉
川
大
学
教
育
学
部

　
　
　
　
　
　

 

教
授

　大
豆
生
田

　啓
友 

氏

●
公
演
会

　
　講
師
：
ケ
ロ
ポ
ン
ズ〔
増
田 

裕
子 

氏（
ケ
ロ
）・

　
　
　
　
　
　
　
　
　　平
田 

明
子 

氏（
ぽ
ん
）〕

会
場
：
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー・メ
イ
ン
ホ
ー
ル

●
那
須
地
区

　学
校
法
人
ひ
か
り
学
園

　創
立
五
十
周
年
記
念
親
子
鑑
賞
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　十
一
月
十
三
日

慶

　事

慶

　事

表 彰
●
栃
木
幼
稚
園
・
若
葉
幼
稚
園

　

　
　理
事
長・園
長

　松
下  

明
世 

様

高
齢
者
叙
勲

　瑞
宝
双
光
章（
教
育
功
労
）

平
成
二
十
七
年

　
　一
月
〜
三
月
ま
で
の
事
業
計
画

平
成
二
十
七
年
度

　主
な
事
業
計
画

１
月
６
日
　
※
１０
年
経
験
者
研
修

１
月
１６
日
　
設
置
者・園
長
研
修
会

１
月
２１
〜
22
日
　
全
日
私
幼
連 

全
国
研
究
研
修
担
当
者
会
議

１
月
３１
日
　
第
６１
回 

栃
木
県
幼
稚
園
教
育
研
究
大
会

　
　
　
　
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
安
全
運
転
講
習
会

２
月
６
日
　
※
連
携
推
進
会
議

２
月
９
日
　
※
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

２
月
１６
日
 　

設
置
者・園
長
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　   

※
は
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業

５
月
１５
日
　
 栃

幼
連 

通
常
総
会

７
月
８
日
　
 栃

幼
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
　
総
会

７
月
１２
日
　
 就

職
説
明
会

７
月
30
〜
３１
日
　
第
６２
回 

栃
木
県
幼
稚
園
教
育
研
究
大
会

８
月
４
〜
5
日
　
第
３０
回 

全
日
私
幼
関
東
地
区
教
研
大
会（
茨
城
）

県
文
書
学
事
課

「
一
月
の
始
業
日
現
在
園
児
数
調
べ
」

の
実
施
に
つ
い
て

子
育
て
ラ
ン
ド
事
業
に
係
る
実
施

記
録
に
つ
い
て

運
営
費
補
助
金
及
び
教
材
費
等

補
助
金
に
係
る
変
更
交
付
申
請

書
の
提
出
に
つ
い
て

園
舎
の
耐
震
診
断
の
実
施
・
耐
震

化
の
促
進
に
つ
い
て


